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1．はじめに

　近年、大学や大学院へ進学する聴覚障害者が増加すると

ともに、大学の講義や学会の講演発表などの専門性が高い

場面での情報保障のニーズが急速に高まって来ており、聴

覚障害者の社会進出の面からも重要な問題となってきてい

る。しかし、こうした専門性の高い場面に対応できる手話

通訳者や要約筆記者の確保には地域格差が大きく、特に地

方の大学や地方で開催される学会では、その確保が難しい

状況にある。

　一方、画像圧縮技術の進歩や高速ネットワーク網の整備

に伴い、遠隔地からの字幕提示や手話通訳が可能になって

きた。こうした遠隔地からの情報保障では、手話通訳者や

字幕入力者に様々な情報を提示することができるという利

点があり、この長所を積極的に活用することで、より充実

した情報保障を実現できる可能性がある。

　我々は、他大学で学ぶ聴覚障害学生や学会に参加する聴

覚障害の研究者を支援するための遠隔情報保障システムの

開発を進めている。今回、鹿児島県の屋久島で開催された

研究会への支援を実施した。また、同時に、研究会の内容

と情報保障画面を本学講堂で提示し、本学学生に授業の中

で体験させた。本稿では、実際の支援の内容と授業への活

用の様子について報告する。

2．学会支援

2.1　システム概要

　遠隔情報保障システムを用いて支援を実施した学会の概

要を以下に示す。

　　学会名称：電子情報通信学会

　　　　　　　福祉情報工学研究会（WIT）

　　日　　時：平成 17年 5月 19日～ 20日

　　会　　場：屋久島環境文化村センター（鹿児島県）

　　講演件数：22件

　この研究会に参加した聴覚障害者は 3名（うち 2名は本

学卒業生）で、うち 1名は講演発表者である。

　図 1にシステムの構成図を、表 1に本学と会場を結ぶ
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図 1　遠隔情報保障システム構成図

表 1　ISDN回線の帯域幅と内容
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回線の内容を示す。本学と学会会場の間は、テレビ会議シ

ステムを用いて ISDN回線で結んだ。本学の ISDN回線の

口が講堂の調整室にあるため、調整室で受信した映像を分

配した後、ネットワーク回線を使って情報保障スタジオへ

送った。ISDN回線を用いたため、帯域は狭いが安定して

運用することができた。

　学会会場では、会場前面に 3個のプロジェクター及びス

クリーンを用意し、向かって左から講演者の提示するプレ

ゼンテーション画面、手話通訳者映像、要約筆記字幕（ス

タジオでダウンスキャンコンバートしたもの）を提示した。

会場の様子を図 2に示す。また、会場のスタッフが講演中

に用いられた専門用語や質疑の際の固有名詞（質問者の名

前や所属など）を入力し、会場映像（講演者の映像と聴覚

障害者の映像）と合成してスタジオへ送信した。

　本学のスタジオでは、学会会場から送られてきた映像

（講演者映像、聴覚障害者映像、キーワードを合成した画

面）とプレゼンテーション画面（会場でダウンスキャンコ

ンバートしたもの）を手話通訳者と要約筆記者に提示した。

スタジオの手話通訳者の様子を図 3に、手話通訳者に提示

した画面を図 4に示す。なお、手話通訳者に提示した画面

は、聴者が講演する場合（図 3、図 4）と聴覚障害者が講

演する場合では異なる。聴覚障害者が講演する場合には、

講演者の手話が読み取り易いように講演者（聴覚障害者）

映像を大きくした。その様子を図 5に示す。

　要約筆記者へも手話通訳者へ示したものと同じ画面を提

示した。なお、要約筆記者には、入力中に大きな視線移動

をせずに会場の様子やキーワードを見ることができるよう

に、手元にもモニタを配置して提示した。要約筆記者の様

子を図 6と図 7に示す。

2.2　手話通訳者・要約筆記者の評価

　手話通訳者ならびに要約筆記者に、支援の終了後にアン

ケート調査を実施した。アンケートで述べられたコメント

を記す。

<音声について >

　　・　発表時間がタイトなときには、講演者が早口にな

るのでつらい。（要約筆記）

　　・　スクリーンを指差すときにマイクが口から離れて

聞き取りにくいことがある。

　　・　質疑応答のときに名乗らない場合があり、誰の発

図 4　手話通訳者に提示した画面

図 5　聴覚障害者の講演を読み取っている様子

図 2　聴覚障害者が発表している様子

図 3　手話通訳者の様子
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言か把握できないことがあった。（要約筆記）

　　・　座長は発言がかぶらないように統制して欲しい。

<提示映像について >

　　・　講師映像が小さくて表情まではわからなかった。

（手話通訳）

　　・　聴覚障害者の講演の際に、講師映像が大きかった

ので、読み取りやすかった。（手話通訳）

　　・　講師がスクリーンを指差しているのがわかり、役

に立った。（要約筆記）

　　・　参加者の映像を見る余裕がない。（要約筆記）

　　・　手話通訳映像は不用だと思う。（要約筆記）

　　・　入力していない時に見ていた。（要約筆記）

<提示情報について >

　　・　キーワードは聞き取りにくかった用語の時など十

分参考になったが、もう少し速く表示して欲しい。

　　・　専門家にキーワードを提示してもらえるのは心強

い。

　　・　プレゼン画面があるといざというときに安心でき

る。（手話通訳）

　　・　プレゼン画面が一番参考になるが、できれば手元

のモニタに大きく提示して欲しい。（要約筆記）

　　・　要約筆記字幕は、遅れて出てくるので、通訳の際

には役に立たない。（手話通訳）

　　・　自分の PC上でキーワードが見られるともっと良

いと思う。（要約筆記）

<その他 >

　　・　会場でどのように手話通訳の映像が提示されてい

るのか知りたかった。（手話通訳）

　　・　手元のモニタの方が見やすい。（要約筆記）

　　・　座る位置によって見やすさが異なるので、一人

一台ずつにして、各自見やすい位置に動かせると

もっと良いと思う。（要約筆記）

　　・　画面分割が多すぎる。（要約筆記）

3．教育における活用

3.1　実施内容

　今回の学会支援では、研究会の内容が聴覚・視覚障害者

支援ということもあり、本学の講堂に学会会場から送られ

てきた映像（会場映像とプレゼン画面）とスタジオから学

会会場へ送る情報保障画面（手話通訳映像と要約筆記字幕）

を講堂で提示して、次の講義の中で本学学生たちに体験さ

せて、実際の学会の雰囲気を味わせるとともに、IT技術

を使った情報保障について考えさせた。講堂での様子を図

8に示す。

<体験させた授業 >

　　・　ソフトウェア工学概論（短大：情報工学 1年）

　　・　電子工学概論（短大：情報工学 2年）

　　・　情報工学概論（短大：電子工学 2年）

　　・　技術英語 I（短大：電子工学 2年）

　　・　管理工学概論（短大：情報工学 3年）

　　・　管理情報処理特論（短大：情報工学 3年）

　　・　聴覚補償工学（短大：電子工学 3年）

図 8　講堂での様子

図 6　要約筆記者の様子

図 7　手元のモニタの様子
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3.2　学生の評価

　講義後、体験した内容をレポートにまとめさせた。情報

保障などに関連する主なものを以下に示す。

　　・　情報保障を考えると、聴覚障害者が聴者と同じ水

準で理解するのは大変だと思う。なぜなら、同じ

内容を知るためにはすべて打たなければいけない

が、その分遅くなる。また、速く伝えようとすれ

ば省略が必要になるだろう。

　　・　画面構成を考える必要があると思う。手話通訳映

像や字幕を中心に設置した方が聴覚障害者には伝

わりやすいと思う。

　　・　字幕とプレゼン画面を見ていたので、この 2つが

隣り合っていると良かったと思った。

　　・　画質や通信速度の問題はあると思うが、こうした

コミュニケーション手段は有効だと思う。こうし

た機器が普及すると手話通訳者の仕事も増えて良

いのではないか。

　　・　手話を学びたい人に、手話の遠隔学習も良いので

はないか。

　　・　あまりの字幕の速さに、内容の理解がついていけ

なかった。

4．考 察

4.1　学会支援について

　今回の支援で、学会などの専門性の高い場面では、手話

通訳者と要約筆記者ともに専門用語や固有名詞などのキー

ワード提示が役に立ったことがわかった。ただし、どちら

からも、より速く提示して欲しい、という要望が出された。

また、手話通訳者は主に講師や聴覚障害者の映像を確認し

ながら通訳を行っていたのに対して、要約筆記者はプレゼ

ン画面やキーワードを参考にしながら入力を行っていた。

このように、主に必要となる情報が異なるために、提示情

報を別に用意して、内容も絞り込んで提示した方が望まし

いことがわかった。

　提示方法についても、要約筆記者は入力に集中すると手

元のモニタを見ている余裕がないこともわかった。キー

ワードなど重要な情報は、入力している PC上に表示させ

るなど、より使いやすい環境を考えていく必要があるだろ

う。

　さらに、遠隔地のから情報保障を行う場合、スタジオで

は会場の雰囲気や状況を把握するのがどうしても難しい。

特に、質疑の際に複数の発話がかぶらないように注意した

り、発言の際には必ず名乗ってもらうなど、の統制を普段

より徹底する必要がある。したがって、遠隔情報保障を用

いる際には、通常の情報保障の場合以上に、事前に主催者

や座長と打ち合わせる必要があるだろう。

4.2　教育における活用について

　学生たちからは興味深い発言が得られた。通常は、どう

しても会場映像を中心に設置しやすいが、情報保障を考え

る場合には、情報保障画面（手話通訳映像や字幕）とプレ

ゼン画面を隣接させて中心に置き、会場映像はどちらか隅

に配置した方が良いと言える。

　また、本学学生は、通常の講義にはあまり手話通訳や要

約筆記字幕が付くことがないので、こうした情報保障に慣

れていない面もある。こうした意味からも、情報保障につ

いて、自ら考え改善していく力を育てるようなカリキュラ

ムの検討も必要なのではないだろうか。特に、様々なスク

リーンの配置に対して、会場のどの位置に座るのが良いの

かという問題も、本人のコミュニケーション・モード（例

えば手話が主、もしくは字幕が主など）により異なるので、

学生各自にこのことを自覚させる必要があるだろう。
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